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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 39,872 ― △648 ― △375 ― △350 ―
20年3月期第2四半期 38,074 4.9 383 △9.7 480 0.0 96 △2.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △5.95 ―
20年3月期第2四半期 1.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 107,294 33,770 30.2 549.53
20年3月期 113,579 36,330 30.7 593.67

（参考） 自己資本  21年3月期第2四半期  32,352百万円 20年3月期  34,899百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
21年3月期 ― 2.50 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 2.50 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,000 9.4 1,500 △4.2 1,700 △13.5 1,000 14.0 16.99

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1． 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によって予想と大幅に異なる
  場合があります。 
2． 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 3．連結業績予想に関する定性的情報を
  ご覧ください。 
3． 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 
  第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期 61,995,590株 20年3月期 61,995,590株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期 3,123,506株 20年3月期 3,209,206株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期 58,812,772株 20年3月期第2四半期 59,329,141株
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当第２四半期連結累計期間の日本経済は、原材料価格の高騰等により企業収益が減少するなど、景気後
退色が強まっていることに加え、先行きにつきましても、米国における金融不安を背景として、景気の下
降懸念が高まっており、予断を許さない状況で推移いたしました。 
 エネルギー業界におきましては、長期にわたり高止まっていた原油価格が不安定な動きを見せるなど、
経営環境が目まぐるしく変化しております。  
 このような情勢のもと、当社グループは、企業価値を向上させ、お客さまに選択いただける企業グルー
プを目指し、懸命な努力を重ねてまいりました。  
当第２四半期連結累計期間の売上高は39,872百万円、営業費用につきましては40,521百万円となりまし

た。これらの結果、営業損失は648百万円となり、これに営業外損益を加えた経常損失は375百万円となり
ました。また、四半期純損失は350百万円となりました。 
 なお、当社グループの売上高は、ガス事業のウエイトが高く、ガス事業の性質上、売上高に季節的変動
があり、冬期に多くの売上が計上されます。   

ガス事業は、都市ガス事業と簡易ガス事業によって構成されておりますが、都市ガス事業がその大半
を占めております。 
 当第２四半期連結累計期間の都市ガス販売量については、卸供給の販売量の増加はありましたが、気
温及び水温が高めに推移したこと等による家庭用販売量の減少や、大口需要家を中心とした業務用販売
量の減少があり、233百万㎥となりました。 
以上の結果、売上高は、ガス販売量の減少はありましたが、原料費調整制度に基づく料金単価の上昇

等により24,350百万円となりました。営業利益につきましては365百万円となりました。 

工事・器具事業は、給湯関連器具売上の減少等により、売上高は2,963百万円となりました。営業利
益につきましては171百万円となりました。  

ＬＰＧ事業は、原料高騰に伴う販売単価上昇等により、売上高は6,618百万円となりました。営業利
益につきましては327百万円となりました。 

その他の事業は、建設工事の減少等により、売上高は7,475百万円となりました。営業利益につきま
しては451百万円となりました。 

  

当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比べ6,285百万円減少(△5.5％)の107,294百万円とな
りました。 
 固定資産は、減価償却の進捗により有形固定資産が2,126百万円減少したこと等により、前連結会計年
度末に比べ2,768百万円減少(△3.6％)の75,169百万円となりました。 
 流動資産は、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ3,517百万円減少(△9.9％)
の32,124百万円となりました。 
 当第２四半期末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ3,725百万円減少(△4.8％)の73,523百万円とな
りました。 
 固定負債は、社債の増加等により、前連結会計年度末に比べ3,802百万円増加(＋8.7％)の47,257百万円
となりました。 
 流動負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ7,527百万円減少(△
22.3％)の26,265百万円となりました。 
 当第２四半期末の純資産合計は、繰延ヘッジ損益の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,559百万
円減少(△7.0％)の33,770百万円となりました。 
 この結果、当第２四半期末の自己資本比率は、30.2％となりました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

(1) ガス事業

(2) 工事・器具事業

(3) ＬＰＧ事業

(4) その他の事業

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（連結キャッシュ・フローの状況） 
現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ568百万円減少の

4,350百万円となりました。 
 営業活動における資金収支は、当第２四半期連結累計期間において△756百万円となりました。これ
は、主に仕入債務の減少によるものです。 
投資活動における資金収支は、当第２四半期連結累計期間において△1,407百万円となりました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出によるものです。 
財務活動における資金収支は、当第２四半期連結累計期間において1,595百万円となりました。これ

は、主に有利子負債の増加によるものです。 
  

最近の業績動向を踏まえ、業績予想の前提とする11月以降の原油価格(ICP)について、130$／bblから
100$／bblに変更したことに伴い、平成20年８月５日発表の通期の業績予想を変更しております。 
 詳細は、本日平成20年11月６日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

該当事項はありません。 
  

① 固定資産の減価償却費の算定方法 
連結子会社において、固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく

年間償却予定額を期間按分する方法によっております。          
なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

計算する方法によっております。         
  ② 法人税等の算定方法 

当社において、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要
なものに限定する方法によっております。          

 ③ 税金費用の計算 
連結子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。  
  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 従来、当社においてガス事業用資産として区分していた土地等に係る賃貸収入については、営業外
収益の賃貸料に含めて計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高として計上するよ
う変更しております。  
 この変更は、当社所有の土地等の用途変更等に伴い、賃貸事業に属する資産についてガス事業用資
産との区分を行い、ガス事業会計規則に基づき、ガス事業以外の事業に属する資産及び収益として区
分整理したことによるものです。当社の変更に伴い、連結子会社についても同様の変更を行っており
ます。  
 これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高が73百万円増
加し、営業損失が73百万円減少しておりますが、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影
響はありません。  
 なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。  
  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

固定資産 

有形固定資産 

製造設備 21,070 21,905 

供給設備 30,926 32,223 

業務設備 3,227 3,569 

その他の設備 7,290 7,232 

建設仮勘定 836 545 

有形固定資産合計 63,350 65,476 

無形固定資産 2,031 2,336 

投資その他の資産 

投資有価証券 6,797 7,111 

その他投資 3,182 3,197 

貸倒引当金 △192 △184 

投資その他の資産合計 9,787 10,123 

固定資産合計 75,169 77,937 

流動資産 

現金及び預金 4,991 5,548 

受取手形及び売掛金 8,066 12,080 

商品及び製品 1,055 1,233 

原材料及び貯蔵品 7,310 5,837 

その他流動資産 10,911 11,245 

貸倒引当金 △211 △303 

流動資産合計 32,124 35,642 

資産合計 107,294 113,579 

負債の部 

固定負債 

社債 16,000 14,000 

長期借入金 26,630 24,694 

退職給付引当金 3,634 3,827 

役員退職慰労引当金 287 263 

ガスホルダー修繕引当金 411 424 

保安対策引当金 57 75 

その他固定負債 235 169 

固定負債合計 47,257 43,455 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

流動負債 

1年以内に期限到来の固定負債 5,182 7,367 

支払手形及び買掛金 9,128 11,261 

短期借入金 50 2,040 

未払法人税等 578 709 

その他流動負債 11,326 12,415 

流動負債合計 26,265 33,793 

負債合計 73,523 77,249 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,291 3,291 

資本剰余金 989 988 

利益剰余金 25,138 25,635 

自己株式 △920 △945 

株主資本合計 28,498 28,970 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 1,285 1,482 

繰延ヘッジ損益 2,567 4,447 

評価・換算差額等合計 3,853 5,929 

少数株主持分 1,418 1,431 

純資産合計 33,770 36,330 

負債純資産合計 107,294 113,579 
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 39,872 

売上原価 29,244 

売上総利益 10,627 

供給販売費及び一般管理費 11,276 

営業損失（△） △648 

営業外収益 

受取利息 4 

受取配当金 51 

受取保険金 211 

熱量変更支援収入 251 

雑収入 258 

営業外収益合計 777 

営業外費用 

支払利息 394 

雑支出 109 

営業外費用合計 504 

経常損失（△） △375 

特別利益 

固定資産売却益 61 

投資有価証券売却益 6 

特別利益合計 68 

特別損失 

投資有価証券評価損 3 

特別損失合計 3 

税金等調整前四半期純損失（△） △310 

法人税、住民税及び事業税 167 

法人税等調整額 △212 

法人税等合計 △45 

少数株主利益 85 

四半期純損失（△） △350 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純損失（△） △310 

減価償却費 3,679 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △193 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △84 

保安対策引当金の増減額（△は減少） △17 

受取利息及び受取配当金 △56 

支払利息 394 

持分法による投資損益（△は益） △7 

投資有価証券売却損益（△は益） △6 

投資有価証券評価損益（△は益） 3 

売上債権の増減額（△は増加） 4,013 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,294 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,133 

未払消費税等の増減額（△は減少） 7 

預り金の増減額（△は減少） △1,288 

その他 △2,781 

小計 △74 

利息及び配当金の受取額 57 

利息の支払額 △411 

法人税等の支払額 △327 

営業活動によるキャッシュ・フロー △756 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の取得による支出 △32 

投資有価証券の売却による収入 18 

子会社株式の取得による支出 △39 

有形固定資産の取得による支出 △1,417 

有形固定資産の売却による収入 111 

貸付けによる支出 △13 

貸付金の回収による収入 10 

長期前払費用の取得による支出 △51 

その他 5 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,407 
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（単位：百万円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,990 

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 2,000 

長期借入れによる収入 3,000 

長期借入金の返済による支出 △1,248 

社債の発行による収入 4,967 

社債の償還による支出 △5,000 

自己株式の取得による支出 △4 

自己株式の売却による収入 30 

配当金の支払額 △147 

少数株主への配当金の支払額 △12 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,595 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △568 

現金及び現金同等物の期首残高 4,919 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,350 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

   当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業

別といたしました。 

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等 

 
   ２ 会計処理の変更 

 【定性的情報・財務諸表等】４．その他(3)②に記載のとおり、当社及び連結子会社の土地等に係る賃貸収

入については、従来、営業外収益に含めて計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高とし

て計上する方法に変更しております。 

 この変更により、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高はその他の事業

において73百万円増加し、営業利益はガス事業において39百万円、その他の事業において12百万円、「消去

又は全社」において21百万円、それぞれ増加しております。 

        

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(事業の種類別セグメント情報)

ガス事業 
(百万円)

工事・器具
事業 

(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

24,342 2,783 6,577 6,169 39,872 ― 39,872

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

8 180 40 1,306 1,536 (1,536) ―

計 24,350 2,963 6,618 7,475 41,409 (1,536) 39,872

営業利益又は 
営業損失（△）

365 171 327 451 1,315 (1,963) △648

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、
住宅関連機器、不動産賃貸他

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(単位：百万円) 

 
  

「参考資料」

(1) 前中間連結損益計算書

科        目
前中間連結会計期間

(19/4～19/9)

売     上     高                38,074

売   上   原    価                26,596

     売 上 総 利 益                11,477

供  給  販  売  費                 8,812

一  般  管  理  費                 2,281

     営 業 利 益                   383

営  業  外  収  益                   588

  受取利息                     3

  受取配当金                    55

  賃貸料                   84

  持分法による投資利益                    29

  熱量変更支援収入                   221

  雑収入                   194

営  業  外  費  用                   492

  支払利息                   422

  雑支出                 69

     経 常 利 益                   480

特   別   利   益                     2

  固定資産売却益                     2

特   別   損   失                    54

  減損損失                   13

  投資有価証券評価損                   41

  税金等調整前中間純利益                   427

  法人税、住民税及び事業税                   165

  法人税等調整額                    95

  少数株主利益                    70

    中 間 純 利 益                    96
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(単位：百万円) 

 
  

(2) 前中間連結キャッシュ・フロー計算書

科      目
前中間連結会計期間

(19/4～19/9)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 427

減価償却費 3,781

減損損失 13

退職給付引当金の減少額 △ 334

貸倒引当金の増加額 27

保安対策引当金の減少額 △ 20

受取利息及び受取配当金 △ 58

支払利息 422

持分法による投資利益 △ 29

投資有価証券評価損 41

売上債権の減少額 1,231

たな卸資産の増加額 △ 521

仕入債務の減少額 △ 585

未払消費税等の増加額 42

預り金の増加額 92

その他 △ 3,538

小計 989

利息及び配当金の受取額 60

利息の支払額 △ 421

法人税等の支払額 △ 643

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 14

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △ 8

有形固定資産の取得による支出 △ 3,074

有形固定資産の売却による収入 9

無形固定資産の取得による支出 △ 78

貸付けによる支出 △ 3

貸付金の回収による収入 7

長期前払費用に関する支出 △ 48

その他 △ 109

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,306

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

コマーシャル・ペーパーの純増加額 4,000

長期借入れによる収入 552

長期借入金の返済による支出 △ 1,466

自己株式の取得による支出 △ 5

自己株式の売却による収入 6

配当金の支払額 △ 148

少数株主への配当金の支払額 △ 12

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,925

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △ 394

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 4,632

Ⅵ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 344

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 4,581
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(注) １ 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業

別といたしました。 

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等 

 
２ 営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(2,003百万円)の主なものは、連結財務諸表

提出会社の管理部門に係る費用であります。 

  

  

   

  

  

(3) セグメント情報

  前中間連結会計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日)

ガス事業 
(百万円)

工事・器具
事業  

(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

21,869 2,960 5,449 7,795 38,074 ― 38,074

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

11 115 27 1,151 1,305 (1,305) ―

計 21,881 3,075 5,476 8,947 39,379 (1,305) 38,074

営業費用 20,588 3,049 4,953 8,590 37,181 509 37,690

営業利益 1,292 26 523 356 2,198 (1,815) 383

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、
住宅関連機器他
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